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第二章　モデル建物法による PAL ＊及び一次エネルギー消費量の評価

2．モデル建物

　モデル建物法の評価に用いるモデル建物について解説をする。PAL ＊と一次エネルギー消費

量では仮定したモデル建物は異なる。

2.1　PAL ＊算定用モデル建物

2.1.1　PAL ＊算定用モデル建物の概要

　外皮の評価では、設備の評価におけるモデル建物は使用せず、すべての建物用途において直

方体の単純な形状を基本とし、以下のルールに従ってモデル建物を想定する。

　・建物の規模（面積、高さ及び階数等）は入力値に従う。

　・評価対象とする建物において、地上階から最上階（塔屋階は除く）までの平面図上で同一

位置にある非空調の部分のみを非空調コア部と定義し、モデル建物に反映する。

　　▷非空調室として設計した室であっても、非空調コア部の定義を外れる場合は空調室とし

て PAL ＊を計算する。

　・非空調コア部以外は、室用途によらず、建物用途ごと（集会所等においては室用途ごと）

に定めた空調室の代表室用途（表 5.2.1）の室使用条件によって PAL ＊を計算する。

　　▷例えば、事務所等の「更衣室」であっても事務所等の「事務室」として PAL ＊を計算する。

　・窓はすべて空調室にあるものとして PAL ＊を計算する（非空調コア部にある窓であっても

空調室にあるものと想定する）。

　・窓面積の合計が最大となる方位をモデル建物の主方位とし、外気に接する床がある場合に

は、地上階の主方位にピロティを設ける。

　これらのルールに従ってモデル建物を想定することで、評価にかかる作業が削減される一方

で、PAL ＊の計算結果は告示に基づいて算定する場合よりも大きくなる（安全側の評価となる）。

　外気に接する床があり、主方位と正対する方位に非空調コア部がある場合のモデル建物の例

（立面図）を図 5.2.2 に示す。



第五部　特別な調査又は研究の成果に基づいた判断方法

－ 564 －

表 5.2.1　空調室の代表室用途 
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図 5.2.2　外皮の評価におけるモデル建物の例（立面図）

（外気に接する床があり、主方位と正対する方位に非空調コア部がある場合）

2.1.2　PAL ＊算定用モデル建物の面積等の計算方法

　ここでは、外皮の評価（PAL ＊の計算）で必要となる PAL ＊算定用モデル建物の各階にお

ける方位別の外皮面積などの計算方法を示す。なお、ここで示す計算はプログラム内で自動的

に処理されるため、ユーザー自身が計算する必要はない。

（1）各階の階高

　 Hj＝
Htotal

N           （5.2.1）

　ここで、

　Hj ：j 階の階高［㎡］

　Htotal ：各階の階高の合計［m］ ※入力値

　N ：建物の階数［階］ ※入力値
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（2）各階の床面積

　j 階の床面積は 1 階と 2 階以上に分けて求める。これは、外気に接する床がある場合に、1 階

の主方位にピロティを配置することとし、1 階の床面積は他の階よりも小さくなるためである。

　なお、外気に接する床の面積が延床面積に近い値の場合、1 階の床面積が負の値となること

を避けるため、｛Afloor_total －（N － 1）Afloor_out｝の値が 0 よりも大きい場合と 0 以下の場合に分

けて各階の床面積を求める。

｛Afloor_total －（N － 1）Afloor_out｝＞ 0 の場合

　j ＝ 1 の場合（1 階の床面積）

Afloor,j=1＝
Afloor_total＋Afloor_out

N －Afloor_out     （5.2.2）

　j ≧ 2 の場合（2 階から N 階までの各階の床面積）

Afloor,j＝
Afloor_total＋Afloor_out

N
    （5.2.3）

｛Afloor_total －（N － 1）Afloor_out｝≦ 0 の場合

　j ＝ 1 の場合（1 階の床面積）

　Afloor,j=1 ＝ 0          （5.2.4）

　j ≧ 2 の場合（2 階から N 階までの各階の床面積）

Afloor,j＝
Afloor_total＋Afloor_out

N－1
    （5.2.5）

ここで、

　Afloor,j ：j 階の床面積［㎡］

　Afloor_total ：床面積の合計［㎡］ ※入力値

　Aflooor_out ：外気に接する床面積［㎡］ ※入力値

　N ：建物の階数［階］ ※入力値
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（3）各方位の鉛直面外皮面積

　Aenv_total,i ＝ Awall_total,i ＋ Awin_total,i       （5.2.6）

　ここで、

　Aenv_total,i ：建物全体の方位 iにおける鉛直面外皮面積［㎡］

　Awall_total,i ：建物全体の方位 iにおける外壁面積［㎡］ ※入力値

　Awin_total,i ：建物全体の方位 iにおける窓面積［㎡］ ※入力値

　i＝北、東、南、西、屋根

（4）主方位の特定

　主方位は窓面積が最大となる方位とする。

　窓面積が最大となる方位が複数ある場合は、南→西→東→北の順に主方位とする。

（5）各階における各方位の鉛直面外皮面積

　j 階における方位 i の鉛直面外皮面積は、方位 i を「主方位及び主方位と正対する方位（主方

位＋ 180°）」と「主方位と隣り合う方位（主方位± 90°）」に場合分けして求める。

　これは、1 階の主方位にピロティを配置した場合、1 階の主方位± 90°の鉛直面外皮面積が他

の階よりもピロティ分だけ小さくなるためである。

i＝主方位、または、i＝主方位＋ 180°の場合

　Afloor,j=1 ＞ 0 の場合

Aenv,i,j=1＝
Aenv_total,i

N
    （5.2.7）

　Afloor,j=1 ＝ 0 の場合

　Aenv,i,j=1 ＝ 0          （5.2.8）

i＝主方位－ 90°、または、i＝主方位＋ 90°の場合

Aenv,i,j Aenv_total,i＝ ×
Afloor,j

Afloor_total
    （5.2.9）

　ここで、

　Aenv,i,j ：j 階における方位 iの鉛直面外皮面積［㎡］

　Aenv_total,i ：方位 iにおける鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.6）
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　N ：建物の階数［階］ ※入力値

　Afloor,j ：j 階における床面積［㎡］ ※式（5.2.2）〜（5.2.5）

　Afloor_total ：床面積の合計［㎡］ ※入力値

（6）各階の非空調コア部における各方位の鉛直面外皮面積

　j 階の非空調コア部における方位 iの鉛直面外皮面積は以下の手順で求める

　① j 階の非空調コア部の鉛直面外皮面積を求める。

　②上記①で求めた非空調コア部の鉛直面外皮面積、及び、式（5.2.7）、（5.2.9）で求めた各方

位の鉛直面外皮面積の大小関係によって場合分けし、各階の非空調コア部における各方位

の鉛直面外皮面積を求める。

①各階の非空調コア部の鉛直面外皮面積

Acore,j Aenv,i,j＝Σ
i
( )× Lcore

Lfloor
    （5.2.10）

　ここで、

　Acore,j ：j 階の非空調コア部の鉛直面外皮面積［㎡］

　Aenv,i,j ：j 階における方位 j の鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.7）〜（5.2.9）

　Lcore ：非空調コア部の外周長さ［ｍ］ ※入力値

　Lfloor ：建物の外周長さ［ｍ］ ※入力値

②各階の非空調コア部における各方位の鉛直面外皮面積

　非空調コア部の方位（入力値）を icore とする。

　式（5.2.10）で求めた非空調コア部の鉛直面外皮面積 Acore,j と式（5.2.7）〜（5.2.9）で求めた

各方位の鉛直面外皮面積 Aenv,i,j の大小関係によって場合分けし、各階の非空調コア部における各

方位の鉛直面外皮面積を求める。

Acore,j ≦ Aenv,icore,j の場合

　Acore,icore,j ＝ Acore,j         （5.2.11）

　Acore,icore-90°,j ＝ 0         （5.2.12）

　Acore,icore+90°,j ＝ 0         （5.2.13）

　Acore,icore+180°,j ＝ 0         （5.2.14）

Aenv,icore,j ＜ Acore,j ≦（Aenv,icore,j ＋ Aenv,icore-90°,j ＋ Aenv,icore+90°,j）の場合

　Acore,icore,j ＝ Aenv,icore,j         （5.2.15）
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Acore,icore-90°,j＝
Acore,j－Aenv,icore,j

2
    （5.2.16）

Acore,icore+90°,j＝
Acore,j－Aenv,icore,j

2
    （5.2.17）

　Acore,icore+180°,j ＝ 0         （5.2.18）

（Aenv,icore,j ＋ Aenv,icore-90°,j ＋ Aenv,icore+90°,j）＜ Acore,j の場合

　Acore,icore,j ＝ Aenv,icore,j         （5.2.19）

Acore,icore-90°,j＝
Acore,j－Aenv,icore,j

2
    （5.2.20）

Acore,icore+90°,j＝
Acore,j－Aenv,icore,j

2
    （5.2.21）

　Acore,icore+180°,j ＝ Acore,j －（Aenv,icore,j ＋ Aenv,icore-90°,j ＋ Aenv,icore+90°,j）   （5.2.22）

　ここで、

　Acore,icore,j ：j 階の非空調コア部における方位 icore の鉛直面外皮面積［㎡］

　Acore,icore-90°,j ：j 階の非空調コア部における方位 icore-90° の鉛直面外皮面積［㎡］

　Acore,icore+90°,j ：j 階の非空調コア部における方位 icore+90° の鉛直面外皮面積［㎡］

　Acore,icore+180°,j ：j 階の非空調コア部における方位 icore+180° の鉛直面外皮面積［㎡］

　Acore,j ：j 階における非空調コア部の鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.10）

　Aenv,icore,j ：j 階における方位 icore の鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.7）〜（5.2.9）

　Aenv,icore-90°,j ：j 階における方位 icore-90° の鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.7）〜（5.2.9）

　Aenv,icore+90°,j ：j 階における方位 icore+90° の鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.7）〜（5.2.9）

　icore ：非空調コア部の方位 ※入力値

　icore-90° ：非空調コア部の方位から左回り 90°の方位

　icore+90° ：非空調コア部の方位から右回り 90°の方位

　icore+180° ：非空調コア部の方位と正対する方位

　（例）非空調コア部の方位が「北」の場合

　　　icore ：北

　　　icore-90° ：西

　　　icore+90° ：東
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　　　icore+90° ：南

（7）各階における各方位の窓面積

　j 階における各方位の窓面積は、方位 iを「主方位及び主方位と正対する方位（主方位 +180°）」

と「主方位と隣り合う方位（主方位± 90°）」に分けて求める。

　これは、1 階の主方位にピロティを配置した場合、1 階の主方位± 90°の窓面積が他の階より

もピロティ分だけ小さくなるためである。

i＝主方位、または、i＝主方位 +180°の場合

　Afloor,j=1 ＞ 0 の場合

Awin,i,j=1＝
Awin_total,i

N
    （5.2.23）

　Afloor,j=1 ＝ 0 の場合

　Awin,i,j=1 ＝ 0          （5.2.24）

i＝主方位－ 90°、または、i＝主方位 +90°の場合

Awin,i,j Awin_total,i＝ ×
Afloor,j

Afloor_total
    （5.2.25）

　ここで、

　Awin,i,j ：j 階における方位 iの窓面積［㎡］

　Awin_total,i ：方位 iにおける鉛直面外皮面積［㎡］ ※入力値

　N ：建物の階数［階］ ※入力値

　Afloor,j ：j 階における床面積［㎡］ ※式（5.2.2）〜（5.2.5）

　Afloor_total ：床面積の合計［㎡］ ※入力値

（8）各階の空調室における各方位の鉛直面外皮面積（窓面積を含む）

　各階の空調室における鉛直面外皮面積（窓面積を含む）は、「式（5.2.7）〜（5.2.9）で求めた

鉛直面外皮面積と非空調コア部の鉛直面外皮面積の差」と「窓面積」の大小関係によって場合

分けして求める。
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（Aenv,i,j － Acore,i,j）≧ Awin,i,j の場合

　Aenv_AC,i,j ＝ Aenv,i,j － Acore,i,j        （5.2.26）

（Aenv,i,j － Acore,i,j）＜ Awin,i,j の場合

　Aenv_AC,i,j ＝ Awin,i,j         （5.2.27）

　ここで、

　Aenv_AC,i,j ：j 階の空調室における方位 iの鉛直面外皮面積［㎡］

　Aenv,i,j ：j 階における方位 iの鉛直面外皮面積［㎡］ ※式（5.2.7）〜（5.2.9）

　Acore,i,j ：j 階の非空調コア部における方位 iの鉛直面外皮面積［㎡］

  ※式（5.2.11）〜（5.2.22）

　Awin,i,j ：j 階における方位 iの窓面積［㎡］ ※式（5.2.23）〜（5.2.25）
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2.2　一次エネルギー消費量算定用モデル建物

　一次エネルギー消費量算定用のモデル建物を図 5.2.3 〜 25 に示す。集会所等、工場等以外の

建物用途については 5,000㎡程度（飲食店等は 1,500㎡程度）の一般的な形状及び室構成の建築

物を設計して、これをモデル建物とした。集会所等、工場等は、各設備について表 5.2.14 〜 16

に示す室用途及び床面積を想定して一次エネルギー消費量を算出することとした。

2.2.1　モデル建物（事務所等、5,000㎡）

表 5.2.2　モデル建物（事務所等、5,000㎡）の概要
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図 5.2.5　モデル建物（事務所等、5,000㎡）　階高及び天井高

表 5.2.3　窓寸法等（事務所等、5,000㎡）
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2.2.2　モデル建物（ホテル等、5,000㎡）

表 5.2.4　モデル建物（ホテル等、5,000㎡）の概要
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図 5.2.8　モデル建物（ホテル等、5,000㎡）　階高及び天井高

表 5.2.5　窓寸法等（ホテル等、5,000㎡）
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2.2.3　モデル建物（病院等、5,000㎡）

表 5.2.6　モデル建物（病院等、5,000㎡）の概要
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図 5.2.13　モデル建物（病院等、5,000㎡）　階高及び天井高
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表 5.2.7　窓寸法等（病院等、5,000㎡）
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2.2.4　モデル建物（物販店舗等、5,000㎡）

表 5.2.8　モデル建物（物販店舗等、5,000㎡）の概要



第五部　特別な調査又は研究の成果に基づいた判断方法

－ 588 －

図
5.

2.
14

　
モ

デ
ル

建
物

（
物

販
店

舗
等

、
5,

00
0㎡

）　
地

下
1

階
平

面
図



－ 589 －

特
別
な
調
査
又
は
研
究
の

成
果
に
基
づ
い
た
判
断
方
法

第
五
部

第二章　モデル建物法による PAL ＊及び一次エネルギー消費量の評価

図
5.

2.
15

　
モ

デ
ル

建
物

（
物

販
店

舗
等

、
5,

00
0㎡

）　
1

階
平

面
図



第五部　特別な調査又は研究の成果に基づいた判断方法

－ 590 －

図
5.

2.
16

　
モ

デ
ル

建
物

（
物

販
店

舗
等

、
5,

00
0㎡

）　
2

～
5

階
平

面
図



－ 591 －

特
別
な
調
査
又
は
研
究
の

成
果
に
基
づ
い
た
判
断
方
法

第
五
部

第二章　モデル建物法による PAL ＊及び一次エネルギー消費量の評価

図 5.2.17　モデル建物（物販店舗等、5,000㎡）　階高及び天井高

表 5.2.9　窓寸法等（物販店舗等、5,000㎡）
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2.2.5　モデル建物（学校等、5,000㎡）

表 5.2.10　モデル建物（学校等、5,000㎡）の概要
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図 5.2.22　モデル建物（学校等、5,000㎡）　階高及び天井高

表 5.2.11　窓寸法等（学校等、5,000㎡）
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2.2.6　モデル建物（飲食店等、1,500㎡）

表 5.2.12　モデル建物（飲食店等、1,500㎡）の概要
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図 5.2.25　モデル建物（飲食店等、1,500㎡）　階高及び天井高

表 5.2.13　窓寸法等（飲食店等、1,500㎡）
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2.2.7　モデル建物（集会所等、工場等、5,000㎡）

表 5.2.14　モデル建物（集会所等、工場等、5,000㎡）
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表 5.2.15　モデル建物（集会所等、工場等、5,000㎡）
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表 5.2.16　モデル建物（集会所等、工場等、5,000㎡）




